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最小 2乗法回帰分析でｔ値による変数選択・モデル選択ほど長く利用されている統

計的な判断方式は少ないが、従来から計量経済学などでは、ｔ値がマルチコに大きく

影響されることや、変数選択・モデル選択がそのマルチコの関係とｔ値の大きさの順

序に依存していることから、最近では、分散拡大係数などを利用されている。本講演

では、次のｔ値の分解は、潜在的には既知と思われる。明示的な証明は、参考文献の

刈屋・小林・清水(2017)にある。

このｔ値分解表に基づいて、自由度が20以上あるような場合、標準化回帰係数、分散

拡大係数、説明変数の分散、およびｔ値に基づいて、上位にある分析目的・視点と併

せてモデル選択法を提案し、賃貸住宅価格分析に応用する。
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